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ト ー タ ル 面 積 表      ㎡(坪)

敷 地 面 積

建 築 面 積

床 面 積 1階

2階

延 床 面 積

建 蔽 率

容 積 率

226.49 (68.51)

63.34 (19.16)

56.51 (17.09)

42.95 (12.99)

99.46 (30.08)

(63.34/226.49)×100 27.97%

(99.46/226.49)×100 43.92%

1階  床面積求積図 S : 1 / 2 0 0
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床 面 積 表<1階>

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 6.8250×7.2800 49.686000

A2 矩形 1.3650×5.0050 6.831825

56.51    

17.09    

2階  床面積求積図 S : 1 / 2 0 0
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床 面 積 表<2階>

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 4.0950×7.2800 29.811600

A2 矩形 4.0950×6.3700 26.085150

A3 吹抜け 1.1375×0.9800 -1.114750

A4 吹抜け 4.0950×2.8875 -11.824312

42.95    

12.99    

真北

40
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路
幅
員

KBM+850
鋲天端

建築面積求積図 S : 1 / 2 0 0
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建 築 面 積 表

形 状 計 算 式 面  積

面 積       計(㎡)

              (坪)

A1 矩形 8.1900×7.2800 59.623200

A2 矩形 4.0950×0.9100 3.726450

63.34    

19.16    

特
記
事
項

設計御承認

(株)東栄住宅 請負設計 一級建築士事務所
一級建築士事務所 東京都知事登録 第56228号

一級建築士 吉田進一 国土交通大臣登録 第296762号

凡 例

延焼の恐れの範囲

桝断面寸法表

汚水最終桝 150φ

塩ビ製

000

１階部分

２階部分

主要出入口

（-000） 高低差

汚水最終桝

雨水最終桝

延焼線3ｍ(1階)

延焼線5ｍ(2階以上)

※配置図内に表記の無い場合は

敷地全体を対象範囲とする

配置追出し寸法

CB塀の高さ1.2m以下

控え壁を設ける)

(1.2m超える時は

CP型枠擁壁

RC擁壁

CB

GM

EM

立水栓+ｶﾞｰﾃﾞﾝﾊﾟﾝ

埋込散水栓

給湯器

ガスメーター

電気メーター

水道メーター

設 

備

※図面と現況が相違する場合は、現況優先とします。

作図年月日

変 更 日
配 置 図 ・ 各 求 積 図

工 事 名

図 面 名

承認 製図
変
更
内
容

汚水処理：宅内浸透処理

避難経路の確保

法１９条４項に適合

RC擁壁

下記は構造上安全に支障無し

CP型枠擁壁 間知

敷地内には有効幅員1.5m以上

の通路を設ける

吉田 野 本

（ 仮 称 ） 富 士 河 口 湖 町 Ｐ Ｊ １ 期  ５ 号 棟 新 築 工 事
2 0 2 1 / 0 1 / 1 8



*開口計算は
 この方位による
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床見切

ｺﾝﾌｫｰﾄ手洗
ｶｳﾝﾀｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

0
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PH ﾄｲﾚﾘﾓｺﾝ

ﾄｲﾚ

建築面積算入部分

建築面積算入部分

15020-P

2

(内2000)

付框

腰壁H=900

PS(DB有)
(ﾄｲﾚ・洗面・UB)

 キッチンパネル3mm+PB     mm

作図年月日

変 更 日

工 事 名

図 面 名

設計 製図

１ 階 平 面 図  

(株)東栄住宅 請負設計 一級建築士事務所
一級建築士事務所 東京都知事登録 第56228号

一級建築士 吉田進一 国土交通大臣登録 第296762号

承認

維持管理への配慮

長期優良住宅
劣化の軽減対策

 『長期使用構造等とするための措置

  および維持保全の方法の基準』

  技術解説による。

平成24年建告第1447号による

給湯設備転倒防止

 給湯設備満水時質量 据置･壁掛型：60kg以下

出 窓

防火・準防火・新防火地域

建築材料表

 ｶｳﾝﾀｰ上端はFL+300以上 出幅500未満

 見付面積の1/2以上を窓とする

 設置する全ての開口部は大臣認定取得の

 (特記ある開口部は除く)

 アルミニウム製防火設備とする

 ※認定番号は別資料による

 【天井・壁・床・住宅設備機器】

 特定建材に該当する材はJIS・JAS共に

 Ｆ☆☆☆☆を使用する。

 ※本物件で使用する特定建材は

  Ｆ☆☆☆☆であるので、使用面積の

  制限を受けない。(天井裏等への措置)

 【各階床下､各階天井裏､間仕切り壁､

外壁、各収納[小屋裏収納含む]】

 特定建材は全て規制対象外である

 Ｆ☆☆☆☆を使用する。

浴

室

トイレ

 ビニールクロス貼：準不燃下地

 クロス認定番号 壁・天井：

 QM-9448、QM-9401

 コンロ廻り15cm：

（条例による措置）

 キッチンパネル：NM-2183､NM-9983､NM-0871

 換気設備：建築基準法施行令第20条の3に適応※図面と現況が相違する場合は、現況優先とします。

火気使用室(LDK)：内装仕上

 手洗器を設ける場合排水ﾄﾗｯﾌﾟを設置し

 給排水接続部の点検可能な商品とする。

工 法

防火指定

無指定

外壁下地

木柱凡例一覧
：管柱 105×105 ：造作柱 105×105

・木材の断面を表示する指定寸法はひき立て

 寸法とする。ただし、造作材および構造用

 仕上がり寸法とする。

 集成材で寸法が記入されているものは､

・土台にＫ３相当の材を使用する。

性能表示（品確法）

(24時間換気システム)

機械換気設備

 居室毎の機械換気設備は第３種換気

 （0.5回/ｈ）とする。

 排気は常時運転する機械換気設備を浴室

 及び、

 給気はLDKに設ける給気口

 (火気使用室用と兼ねる)と､各居室に設ける

 換気計画上の換気経路を確保するため、

 各室を区画している建具にアンダーカット

 又はガラリを設け、一体とみなす。

 サッシ換気または給気口より取り込む。

開口部のガラスについて

     とする。

 使用するガラスの日射熱取得率は

S=1/50

在来(面有り)

パーティクルボード 厚9mm

パナソニック電工㈱ FY-T08PDX9SD

パナソニック電工㈱GVL7200

高須産業㈱BF-231SHA-HT

 詳細は施工図を確認のこと

(※)床暖房施工範囲についての

洗面所：手摺下地の準備

出入口ラフ開口：750mm以上

段差解消：１階および日常生活空間

階段手摺の設置/手摺の出幅100mm以下

廊下有効幅：780mm以上

特定寝室：内法面積 9 ㎡以上

品確法：高齢者等への配慮 等級:３

1階天井高：2400mm

浴室と違う階のﾄｲﾚに設置する。

12.5

0.51

 床見切り:設置箇所に図示

吉田

特
記
事
項

御承認
変
更
内
容

野 本

（ 仮 称 ） 富 士 河 口 湖 町 Ｐ Ｊ １ 期  ５ 号 棟 新 築 工 事

・各居室は建設省告示第1411号の緩和により、非常用照明を設けない

・ＬＤＫから直接屋外に避難可能な為、廊下には非常用照明を設けない

(採光上有効な開口面積(1/20)・屋外への出口に至る歩行距離検討済)

■令125条による屋外への出口に至る
 歩行距離検討済
 11.49ｍ ＜ 30ｍ

Ｓ

キッチン排気ダクト

無線式連動型警報機能付感知器

煙感知型 熱感知型熱

         +ロックウール厚50mm巻き
または同等品

鋼製ダクト

設置消防設備等
■誘導灯
■ｶｰﾃﾝ等の防炎措置
■消火器（歩行距離20ｍ以内）
■特定小規模施設用自動火災報知設備

非常用照明
（床面2ルックス以上）
（電池内蔵型)

誘導灯

非常用照明器具

2 0 2 1 / 0 1 / 1 8



*開口計算は
 この方位による
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（11.59㎡）
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CH=2150

≒290

14115-P
(内1820)

【W1450・H1610】

作図年月日

変 更 日

工 事 名

図 面 名

設計 製図

２ 階 平 面 図  

承認

S=1/50

2階天井高：2350mm

 床見切り:設置箇所に図示

吉田

特
記
事
項

御承認
変
更
内
容

(株)東栄住宅 請負設計 一級建築士事務所
一級建築士事務所 東京都知事登録 第56228号

一級建築士 吉田進一 国土交通大臣登録 第296762号

ｻｯｼ記号構成

-呼称寸法 形状名
雨戸

面格子
ｶﾞﾗｽ

表記無:引違い

T :縦スベリ出し

Y :横スベリ出し

F :はめ殺し

A :上下(ｼﾝｸﾞﾙﾊﾝｸﾞ)

TD:テラスドア

TP:ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ

KD:勝手口ドア

KH:勝手口片引ドア

U :内倒し

K :型硝子
P :透明硝子

S :手動シャッター

M :面格子
雨戸･面格子

形状名

ガラス

ﾋｷ :引違い戸
ｶﾋ :片引き戸

内部建具記号構成：

ﾓﾉ :物入れ両開き戸

ｵﾚ :ｸﾛｰｾﾞｯﾄ折れ戸

ﾜｹ :引き分け戸

ﾖｾ :片寄せ戸

無 :片開きドア

形状＋枠寸法(巾 高さ2桁)＋仕上

形 

状

ﾄﾜｹ:戸襖引き分け戸

ﾄﾖｾ:戸襖片寄せ戸

ﾓｸ :木製造り付け戸

ﾄﾋｷ:戸襖引違い戸

ﾄｶﾋ:戸襖片引き戸

ﾄﾄﾞ:戸襖片開きドア

ｵ  :押入れ戸

巾  :枠外呼称寸法

高さ:枠外呼称寸法

2ｍﾀｲﾌﾟ表記無

G  :硝子入り

無 :ｳｯﾄﾞﾄﾞｱ

仕 

上

枠
寸
法

F  :両面襖

T  :片面クロス片面襖
*特記無き内障子は荒間

天井下がり位置

エアコン想定位置AC

※クローゼット内は枕棚+パイプ

を設置しクロス仕上げとする

サッシ廻りの枠に関しては

仕様書を優先とし、図面と

異なる場合があります

フロア方向を示す

属する部屋等に準ずる

収納内部は特記なき限り
※図面と現況が相違する場合は、現況優先とします。

野 本

・各居室は建設省告示第1411号の緩和により、非常用照明を設けない
(採光上有効な開口面積(1/20)・屋外への出口に至る歩行距離検討済)

■令125条による屋外への出口に至る
 歩行距離検討済
 6.75ｍ ＜ 30ｍ

（ 仮 称 ） 富 士 河 口 湖 町 Ｐ Ｊ １ 期  ５ 号 棟 新 築 工 事
2 0 2 1 / 0 1 / 1 3



北側  立面図 S : 1 / 1 0 0

110 110110

ｴｱｰﾌﾚｯｼｭ

8.1m

ｴｱｺﾝ配管ｶﾊﾞｰ
色；ﾌﾞﾗｯｸ

色；ﾌﾞﾗｯｸ
ｴｱｺﾝ配管ｶﾊﾞｰ

8
00 排煙

▼有効面

換気扇用

南側  立面図 S : 1 / 1 0 0

1階軒高

29
4
5

ＧＬ4
00

基礎高2
0 1階ＦＬ

2
84

0
5
61

最高軒高

26
9
0

2階ＦＬ

2階軒高

26
54

最高高さ

60
55

56
5

66
20

F F

片流れ双快

K-RC(2P)

片流れ双快

K-RC(2P)

(水
上
よ
り

)
11

00
以
上

バルコニーの開放性

外気に有効に解放されている部分の高さ

：1.1ｍ以上かつ天井高さの1/2以上

※最高軒高より上部は

 束立てによる小屋組

東側  立面図 S : 1 / 1 0 0

110 130

100

8190

給湯器
位置

8
00  排煙

▼有効面

換気扇用

換気扇用換気扇用換気扇用

77
2

採
光
検
討
距
離
（
窓

14
）

垂
直
距
離

10
0.5

西側  立面図 S : 1 / 1 0 0

130

100

110910
110

ｴｱｺﾝ配管ｶﾊﾞｰ
色；ﾌﾞﾗｯｸ

80
0

 排煙

▼有効面

77
2

採
光
検
討
距
離
（
窓

12
）

垂
直
距
離

▽GL+1820

30ﾟ

隣
地
境
界
線

2049

10
0.5

作図年月日

変 更 日

工 事 名

図 面 名

設計 製図承認

※図面と現況が相違する場合は、現況優先とします。

立 面 図

窯業サイディング12㎜以上

外 壁 屋 根

*道路斜線：斜線距離より道路斜線制限に適合

小屋裏換気計算   2階屋根  
必要換気面積： 63.34 / 900 = 0.07037 ㎡・・・A
軒裏換気孔 ｴｱｰﾌﾚｯｼｭ 有効換気面積 0.00900㎡/m
0.00900 × 8.1 = 0.07290・・・B 8.1 m設置
B = 0.07037 > A
必要換気面積： 63.34 / 1600 = 0.03958 ㎡・・・A
棟換気孔 片流れ双快K-RC 有効換気面積 0.01200㎡
0.01200 × 4 = 0.04800・・・B 4 P設置
B = 0.04800 > A

S=1/100

(株)東栄住宅 請負設計 一級建築士事務所
一級建築士事務所 東京都知事登録 第56228号

一級建築士 吉田進一 国土交通大臣登録 第296762号吉田

特
記
事
項

御承認
変
更
内
容

ガルバリウム鋼板葺

野 本

0.029807.45

20.030602

SL90(60×909) 軒裏換気孔 ： 

 小屋裏換気計算  ﾊﾞﾙｺﾆｰ

 必要換気面積： 

有効換気面積:0.0153㎡ 

 0.0153 × = ＞ A ヶ設置 

/ 250 = ㎡・・・A

小屋裏換気部材 凡例

SL-90

SL-90(通気用)

NBGS

NBGS(通気用)

雪止め金具 2階屋根：全面設置

（ 仮 称 ） 富 士 河 口 湖 町 Ｐ Ｊ １ 期  ５ 号 棟 新 築 工 事
2 0 2 1 / 0 1 / 1 9



遮蔽物：2階屋根

有効窓面積：

窓面積：
採光補正係数：
12

0.37×3.0=1.11

0.74×0.50=0.37
対象床面積×1/20=必要面積：

3
採光補正係数：

窓面積：

有効窓面積：

2.56×2.00=5.12
           ∴1.0
5.12×1.0=5.12

必要面積：対象床面積×1/20=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK5.12

1.79 ･･･A

採光計算

35.62
対象床面積(㎡)

対象床面積(㎡)
15.41 1.05

換気計算

3 有効窓面積：2.56×2.00/2=2.56
必要面積：対象床面積×1/20=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK2.56

1.79 ･･･A

有効窓面積 ≧ A ･･･OK

0.78
有効窓面積：11 0.74×0.50=0.37

･･･A対象床面積×1/20=必要面積：

有効窓面積 ≧ A ･･･OK

0.31
有効窓高さ：12 0.80-(2.35-2.35)=0.800 ∴全面有効

･･･A対象床面積×1/50=必要面積：

必要面積：対象床面積×1/50=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK0.72

0.72 ･･･A

排煙計算

0.37

有効窓面積：1.19×0.600/2=0.35

4

有効窓高さ：0.80-(2.40-2.20)=0.600

有効窓面積：0.74×0.50=0.37

遮蔽物：道路面

890/772×6-1.4=5.51 ∴3.0

0.78 ･･･A

 LDK

 BedRoomA

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK1.11

0.74×0.50=0.3712有効窓面積：

14
採光補正係数：

窓面積：

有効窓面積：

0.74×0.50=0.37
873/772×6-1.4=5.38 ∴3.0
0.37×3.0=1.11

必要面積：対象床面積×1/20=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK1.11

0.58 ･･･A

11.59
対象床面積(㎡)

14有効窓面積：0.74×0.50=0.37
必要面積：対象床面積×1/20=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK0.74

0.58 ･･･A 必要面積：対象床面積×1/50=

合計有効窓面積 ≧ A ･･･OK0.37

0.24 ･･･A

有効窓面積：0.74×0.50=0.37
14有効窓高さ：0.80-(2.35-2.35)=0.800 ∴全面有効遮蔽物：道路面 BedRoomB

5

有効窓高さ：0.80-(2.40-2.40)=0.800 ∴全面有効
有効窓面積：0.74×0.50=0.37

 BedRoomA
 10.86㎡
   +
 DEN 4.55㎡

15有効窓面積：0.74×0.50=0.37

13有効窓面積：1.19×0.30×40/45=0.31

B - B '  断面図 S : 1 / 1 0 0

LDK

階段Bed Room A 吹抜
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A - A '  断面図 S : 1 / 1 0 0

ﾎｰﾙ ﾘﾈﾝ室LDK

廊下 Bed Room BBed Room A

X9X5X4X1X0 X8X6X3X2 X7

1階軒高

29
45

ＧＬ40
0

基礎高20 1階ＦＬ

28
40

56
1

2階軒高

26
90

2階ＦＬ

2階軒高

2
65

4

6
05

5

Ｃ
Ｈ
＝
23

50

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
23

50

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝
23

50

ＦＬ±0

Ｃ
Ｈ
＝

2
40
0

ＦＬ±0

18202275

Ｃ
Ｈ
＝

2
40
0

ＦＬ±0

4095

110 110

5
00

80
0

30
0

30
0 80

05
00

作図年月日

変 更 日

工 事 名

図 面 名

設計 製図承認

※図面と現況が相違する場合は、現況優先とします。

断 面 図  S=1/100

(株)東栄住宅 請負設計 一級建築士事務所
一級建築士事務所 東京都知事登録 第56228号

一級建築士 吉田進一 国土交通大臣登録 第296762号吉田

特
記
事
項

御承認
変
更
内
容

野 本

（ 仮 称 ） 富 士 河 口 湖 町 Ｐ Ｊ １ 期  ５ 号 棟 新 築 工 事
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